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国内ノービス課題におけるジャンプのウェルバランスの処置について 

 

 

国内ノービスルールとして定められる「第一ジャンプとして必須要素に規定されているジャンプ 

(以下、「必須ジャンプ」と記載)が無かった場合(※)、規定された最後のジャンプボックスの 

第一ジャンプは無価値となり、「*」が付く。 

規定された最後のジャンプボックスで行った第一ジャンプが必須ジャンプであり、 

そのジャンプが無価値となることにより必須ジャンプが無くなる場合は、一つ上に遡った 

ジャンプボックスの第一ジャンプが無価値となり、「*」が付く。 

(一つ上に遡ったジャンプボックスの第一ジャンプが必須ジャンプであれば、第一ジャンプが 

必須ジャンプではないジャンプボックスまで遡る。） 

 

※1Lz<<, F など、当該ジャンプが無価値であった場合でも必須ジャンプを行ったこととなる。 

ただし、規定されたジャンプボックスを超えたジャンプボックスで行われたジャンプなど、要件に違反して「*」が 

付された場合には、必須ジャンプを行ったことにはならない。 

 

なお、アクセル型ジャンプが無い場合には、シニア・ジュニア課題と同様に、ISU ルールに則り 

処理を行う。 

 

以上 

 

 

 

 

更新情報 

・2022 年 8 月 20 日：サンプルケースを追加 

・2022 年 9 月 12 日：ISU によるアクセル型ジャンプが実施されなかった場合の明確化に伴い、 

サンプルケース 2 を修正 


